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ー
総
合
会
館
・
機
能
回
復
訓
練
室

l

町
で
は
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
者
で
医
療
終

了
後
も
継
続
し
て
機
能
訓
練
の
必
要
な
も
の
に
対
し
て
、

心
身
の
機
能
回
復
を
図
る
た
め
必
要
な
訓
練
を
行
い
、
日

常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
機
能
訓
練

事
業
を
、
昭
和
六
十
一
年
度
よ
り
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
指
導

の
も
と
、
総
合
会
館
・
機
能
回
復
訓
練
室
に
お
い
て
開
始

す
る
は
こ
び
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
症
状
の
お
持
ち
の
方

ぜ
ひ
参
加
を
お
す
す
め
し
ま
す

脳
卒
中
後
遺
症

e
関
節
や
筋
肉
の
病
気
・
神
経
内
科
的
症
状

体
が
ふ
る
え
た
り
立
て
な
か
っ
た
り
+
リ
ュ
ウ
マ
チ
+
け
が
を

し
た
あ
と
(
手
・
足
)
+
高
血
圧
な
ど
心
臓
、
循
環
器
の
病
気
φ

息
切
れ
な
ど
呼
吸
器
の
病
気
・
主
と
し
て
老
人
ぽ
け
な
ど
:
・
:
:
:
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国徳を成功させよう

-かいじ国体・会期・・

夏季大会… 61 年 9 月 7 日~ 10日

秋季大会… 61 年 10 月 12 日~ 17日

|・ふれあいのかいじ大会・会期
61 年 10 月 25 日~ 26日



わ-つよし報広

子供に学ばせだい姑のl山家庭はlωやすらぐ所

河西

荻原たけ子氏

西条ニ区

秋山径之、江氏

秋
山
さ
ん
の
家
庭
は
、
夫
婦
と
娘
と

姑
の
四
人
暮
し
で
、
専
業
農
家
に
嫁
い

で
二
十
数
年
間
、
好
き
な
マ
マ
さ
ん
パ

紙漉阿原

大野勝子氏

家
庭
と
は
何
か
、
家
族
と
は
如
何
に

あ
る
べ
き
か
と
い
っ
て
も
、
日
々
多
忙

な
暮
し
の
中
で
は
、
や
や
も
す
る
と
家

昭
和
三
十
六
年
の
昭
和
町
愛
育
会
発

足
当
時
よ
り
、
二
十
五
年
間
の
長
い
間

愛
育
会
の
活
動
に
携
わ
り
、
地
域
の
母

と
子
の
保
健
衛
生
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
日
本
顕
彰
会
・
社
会
貢

献
者
賞
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

萩
原
さ
ん
は
今
年
四
月
長
年
の
愛
育

会
の
活
動
を
退
か
れ
ま
し
た
が
、
「
今

後
も

一
町
民
と
し
て
母
と
子
の
保
健
と

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た

い
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

レ
l
で
体
力
を
き
た
え
負
け
ず
ぎ
ら
い

の
根
性
で
健
康
管
理
に
努
め
な
が
ら
土

に
親
し
む
季
節
農
業
に
い
そ
し
ん
で
い

ま
す
。

夏
で
も
和
服
を
着
用
し
乱
れ
た
姿
は

絶
対
に
し
な
い
気
丈
夫
な
姑
さ
ん
の
家

庭
生
活
か
ら
家
風
を
学
び
、
子
供
達
へ

の
族
指
導
と
な

っ
て
い
る
質
実
剛
健
な

明
る
い
家
庭

c

つ
く
り
が
見
ご
と
佳
作
と

な
り
県
民
会
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

庭
生
活
に
お
い
て
家
族
の
ふ
れ
あ
い
や

理
解
が
粗
と
な
り
味
気
な
い
生
活
に
な

り
が
ち
で
あ
る
。

大
野
さ
ん
の
家
庭
で
は
二
人
の
娘
に

対
し
個
性
に
合
っ
た
特
技
を
習
わ
せ

一

つ
の
事
を
や
り
ぬ
く
根
性
と
心
豊
か
な

人
生
を
送
ら
せ
る
よ
う
心
が
け
る
と
共

に
家
族
そ
ろ
っ
て
共
通
な
話
題
と
楽
し

み
千
実
行
し
て
い
る
明
る
い
家
庭
ずつ
く

り
が
見
ご
と
入
賞
し
県
民
会
議
会
長
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。



特集イマr/荻/智

私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水
に
つ
い
て
、

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
が

使
っ
て
汚
れ
た
水
は
、
川
や
湖
を
汚
染
し
生

活
環
境
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。
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域

住か~
むな t下 2
人自~ < 

221水 2
の恵~ .告を

快まくよ旦
適 れ?

生釜ト
活無〈は
を川〉
守流

と

こ
の
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
へ
返
す

施
設
|
|
そ
れ
が
下
水
道
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
下
水
道
に
つ
い
て

深
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
特
集
し
ま
し
た
。

り
育
て
て
い
く
た
め
に
、
公
共
用
水
域

の
水
質
を
改
善
し
、
保
全
し
て
い
く
場

合
に
は
、
各
市
町
村
ど
と
に
単
独
で
公

共
下
水
道
を
つ
く
り
処
理
す
る
乙
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
、
巨
額

の
費
用
と
高
度
の
技
術
が
必
要
で
、
そ

れ
を
行
う
に
は
多
く
の
困
難
が
と
も
な

い
ま
す
。
そ
こ
で
山
梨
県
で
は
、
関
係

十
六
市
町
村
と
協
力
し
、
一
日
も
早
く

下
水
道
の
整
備
を
し
、
効
率
よ
く
経
済

的
に
処
理
し
よ
う
と
し
て
、
釜
無
川
流

域
下
水
道
を
計
画
し
ま
し
た
。

流
域
下
水
道
と
は
、
二
つ
以
上
の
市

町
村
の
区
域
に
お
け
る
下
水
を
排
除
す

る
も
の
で
あ
り
、
終
末
処
理
場
が
有
り
、

現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
釜
無
川
流
域
下

水
道
は
県
が
施
行
し
管
理
を
行
い
ま
す
。

又
、
乙
の
幹
線
管
渠
は
田
富
町
か
ら
河

西
、
飯
喰
、
築
地
と
県
道
布
施
竜
王
線

を
利
用
し
て
通
過
し
、
田
富
町
と
河
西

の
境
い
と
昭
和
バ
イ
パ
ス
と
県
道
と
の

交
差
点
で
本
町
内
の
汚
水
幹
線
が
接
続

し
ま
す
。

公
共
下
水
道
は
、
地
方
公
共
団
体
が

管
理
す
る
下
水
道
で
、
終
未
処
理
場
を

有
す
る
も
の
、
ま
た
流
域
下
水
道
の
管

渠
K
接
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
町
で

は
流
域
関
連
下
水
道
と
い
う
乙
と
で
、

関
係
市
町
村

(韮
崎
市
、
双
葉
町
、
敷

島
町
、
竜
王
町
、
八
田
村
、
白
根
町
、

櫛
形
町
、
若
草
町
、
甲
西
町
、
田
富
町
、

玉
穂
町
、
市
川
大
門
町
、

三
珠
町
、
増

穂
町
、
鰍
沢
町
)
に
足
並
み
を
揃
え
、

昭
和
六
十
年
度
に
基
本
調
査
を
行
い
、

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
事
業
実
施

(竜

王
、
甲
西
、
本
町
)
に
入
り
、
都
市
計

画
の
決
定
及
び
下
水
道
法
に
よ
る
事
業

許
可
、
実
施
設
計
に
入
り
ま
す
。
な
お

町
内
が
三
つ
の
処
理
分
区
に
分
れ
て
お

り
、
そ
の
一
つ
は
第
十
一
処
理
分
区
と

云
い
、
竜
王
町
界
か
ら
昭
和
バ
イ
パ
ス

ま
で
の
間
二
九
二
加、

二
つ
め
は
第
十

二
処
理
分
区
と
云
っ
て
、
昭
和
バ
イ
パ

ス
か
ら
身
延
線
ま
で
の
間
二
七
五
旬
、

三
つ
め
は
第
十
四
処
理
分
区
と
云
っ
て

身
延
線
か
ら
玉
穂
町
界
ま
で
の
四
八
仰

と
な
っ
て
い
ま
す
。

1: {j::釜無川流域下水道計画図わだしだちの流す「下水」はと、こへ行くので、しよう。

図 2

イ1~~

iT¥ンブ倹へ



広報しようわ 昭和61年 6月 1日発行 (4) 

‘'ラ否おいの.~町一，<り‘'

企児童館では、明るい雰囲気の中、いつでも

笑顔がたえない子供たちでいっぱい.ヴ



丘

ω公
園

H

丘
の
公
園
H

が
七
月
一
日
(
火
)
に
オ
ー

プ
ン
、
七
月
二
日
か
ら
一
般
の
み
な
さ
ん
に
ご

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
営
業
案
内
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一

、

所

在

地

北
巨
摩
郡
高
根
町
大
字
清
里
字
念
場
原

三
五
四
五
番
地
の
五

一

一

、

施

設

+

テ

ニ

ス

コ

ト

・

全

天

候

+
ボ
ー
ル
・
ゲ
!
ム
場
・
三
万

d

e
ゲ
!
卜
・
ボ
ー
ル
場
・
四
面

+
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
グ
リ
ー
ン
・

一
八
ホ
l

ル

パ
l

七
二
(
パ
タ
l

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
)

?

コ

ル

フ

練

習

場

・

二

O
打
席

'

ゴ

ル

フ

コ

1

ス
・
一
八
ホ
ー
ル

パ
ー
七
二

+
レ
ジ
ャ
ー
・
ハ
ウ
ス
ロ
ッ
カ
ー
{至・

シ
ャ
ワ
ー
室
・
無
料
休
憩
室
・
売
居

e
レ

ス

ト

ラ

ン

・

八

二

席

三

、

利

用

料

+
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

四
・
十

一
月
半
日
(
三
時
間
)
三
千
円

五
1
十
月
半
日
(
四
時
間
)
五
千
円

+
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
グ
リ
ー
ン

大

人

千

円

子

供

五

百

円

(

中

学

生

以

下

)

?
コ
ル
フ
練
習
場

入

場

料

一
カ
ゴ

一
ケ
l
ス

ゴ
ル
フ
コ
1

ス
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六

面

五
百
円
(
五

O
球
)

三
百
円
(
二
四
球
)

次
の
と
お
り(

単
位

円

オ青

ロH
ト

Amu，

l
。
ア
ン

¥¥¥¥、 4.11月 5. 6. 7. 8月
9. 10月

セノレフ 4.300 5.300 7，580 
グ

リ 平 日 5，500 6.500 9，000 

ン

-土曜 9.500 10，500 12，500 
フ
イ

休日 9.500 10，500 12，500 

キャテ、イフィ 2，000 2.000 2，000 

娯利楽用施設税 1.100 1，100 1.320 

間

一
セ
ル
フ
は
、
セ
ル
フ
デ
ィ
の
略
で
毎

週
水
曜
日
(
祭
日
の
場
合
は
翌
日
)

二
セ
ル
フ
デ
ィ
は
、
上
記
の
他
力
l
ト

使
用
料
一
台
二
千
四
百
円
が
必
要
で
す
。

四

、

予

約

方

法

'
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

電
話
、
来
場
、
又
は
往
復
葉
書
で

予
約
受
付
(
七
月
二
日
か
ら
)

+
ボ
ー
ル
・
ゲ
l
ム
場

予
約
受
付
(
七
月
二
日
か
ら
)

e
ゲ
ー
ト
・
ボ
ー
ル
場

雷

(
O五
五

一
)
四
八
|
三
四

一
一

+
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
グ
リ
ー
ン

予
約
制
は
と
り
ま
せ
ん

?
コ
ル
フ
練
習
場
!
予
約
制
は
と
り
ま
せ
ん

+
ゴ
ル
フ
コ
1

ス

予
約
受
付
(
七
月
二
日
か
ら
)

雷

(
O五
五
一
)
四
八
|
三
四
五
六

間
一
ゴ
ル
フ
コ
l

ス
に
限
り
電
話
の
み
の
受

付
と
な
り
ま
す
。

二
ゴ
ル
フ
コ

l
ス
の
土
曜
日
及
、
び
休
日

の
予
約
は
、
予
約
金
(
三
千
円
)
を
申

し

受

け

ま

す

。

(

企

業

局

)

O 八ヶ岳のふところに

。溶けこむような

スポーツを中山にしだレクリ工ーション。
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紹子??Li旦g怠

第41回国民体育大会(かいじ国体)夏・秋季大会が次の日程

で開催されます。

夏季大会 9月 7日---9月10日(開会式 9月 7日〉

(閉会式 9月10日)

秋季大会 10月12日---10月17日(開会式 10月12日)

(閉会式 10月17日)

模擬国体 10月 5日

乙のうち、夏季大会開会式、秋季大会開・閉会式模擬国体

及び競技会(高校野球硬式のみ)への入場には、‘入場券が必

要です。

関・閉会式及び模擬国体の入場券は、昭和町役場で、次の

とおり申し込みの受付けを行います。

競技会(高校野球硬式のみ〉の入場券については、甲府市

国体実行委員会 (TE L 0552-22-0311 )までお問い合わ

せ下さい。

1. 入場券の申し込み方法

往復はがきにより申し込んで下さい口 (別記記載例参照)

(1)申込先 昭和町役場国体室

(2) 申込受付期間 7月 1日 (火〉から 7月19日 (土)

(必着の乙と〉

(3) 記載事項

ア.希望行事 入場(観覧)を希望する順位を記載して

下さい。希望行事は、最大第4希望まで記載できま

すが、スタンドの指定はできません。

イ.住所、氏名

2. 抽選

申込者多数の場合は、抽選により入場券の引渡者を決定

します。

3. 入場券の引渡方法

入場券の引渡者が決定すると、入場券引渡通知書により

イ蒲

総合開会式・閉会式等の

入場券申し込み.グ

通知されますので、その通知書に入場料金を

添えて引渡しを受けて下さい。

なお、引渡期間を経過すると通知書は無効

となり、引渡しがう付られませんので、必ず

期間内に引渡しを受けて下さい。

(1 )引渡場所 昭和町役場国体室

(2) 引渡期間 8月18日(月)から 8月30日(土)

また、入場券の再発行はできませんので大切に保管して

下さい。

4. 入場料金

区 考分|メイ::，I仮設|芝
スタン'":スタンド|スタンド

夏開季会大会式 300円 300円 水県泳小フ瀬.0九十ツ公園

秋開季会大会式

ノレ

1，000円 700円 500円 県小瀬スポーツ公

秋閉季会大ム支I 500円 300 円
園陸上競技場

200円

模擬国体 I300円I200円I100円

5. 問い合わせ先

不明な点は、昭和町役場国体室 (TE L 75-2111内

線 57番)までお問い合わせ下さい。

6. その他

(1 ) 当日は、選手・監督や集団演技出演者等大会関係者

の輸送のため、会場周辺はもとより、県内の主要道路

は、大変な混雑が予想されます。ステッカーがある車

以外は駐車できませんので、公共の輸送機関を御利用

下さい。

(2) 当 日、入場券のない方の入場はできません。

夏季大会開会式の概要

時間 次 第 備考

7:00 開 門

7:45 
8入締:0場切0 

集団演技
8 :12 
8:30 

開役国選式開員会旗通手選告宣等宣手言掲誓団揚入場

9:05 閉式通告

9 :14 終 了

秋季大会閉会式の概要

時間 次 第 備考

13:21 

集団演技
14 :16 

14:30 

成表開役員績彰式選状通発手授告表団与入場

国旗等降納

15:27 閉式通告

15:47 終 了

秋季大会開会式の概要

時間 次 第 備考

9:00 
郷開土紹門介11 :01 11 :00 

11: 18 
入切場締集団演技

12:45 
13 :10 

閉役式開天通会皇員告選宣陛言害お下団ζの入と場』ま

14:55 閉矩式火通点告火

15:25 
集団演技

16:05 
16: 10 事冬 了

模擬国体の概要

期日昭和61年10月 5日

模擬国体は、秋季大会開・
閉会式のリハーサノレとして

(開門 9時 00分)
(入場締切 10時 30分)

10時31分(郷土紹介)から
15時50分まで

開・閉会式の式次第Kより
本番さながらに式典、集団
演技等を行う。~



官士宮

F四

く
わ
の
実
会

わ

ム一
A

長

見

上

は

な

江

-つ

「
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
大
き
く
」
と
い

う
意
図
か
ら
昭
和
弘
年
、
く
わ
の
実
会

(手
作
り
趣
味
の
会
)
と
し
て
発
足
し
、

八
年
目
を
迎
え
ま
す
。

会
員
達
が
、
何
か
町
を
象
徴
す
る
様

な
和
紙
人
形
を
創
作
し
た
い
と
言
う
意

欲
に
か
ら
れ
、
何
度
と
な
く
会
合
を
持

ち
話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、
町
特
産

の
毒
を
主
体
に
し
た
人
形
を
考
案
す
る

事
に
し
ま
し
た
。
私
達
は
各
自
の
持
ち

味
を
生
か
し
た
立
体
的
人
形
や
、
平
面

的
人
形
に
取
り
く
み
人
形
の
名
前
を
「

い
ち
ご
娘
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

そ
の
折
、
町
役
場
か
ら
「
い
ち
ど
娘
」

を
国
体
の
お
土
産
品
に
し
た
い
と
言
う

要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
国
体
の
た

め
に
少
し
で
も
役
立
つ
事
が
出
来
れ
ば

幸
い
と
思
い
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
事

κし
ま
し
た
。
昭
和
町
に
お
い
で
に
な

る
選
手
、
役
員
そ
れ
に
協
力
し
て
下
さ

る
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
一

よし幸良広(7 )昭和61年 6月 1日発行

声

........幽・h

見上さんを囲んで日夜頑張っている

くわの実会のみなさん

山地
区
割
以
一ヲ
持
ボ
ー
ル
一⑬
マ
マ
さ
いん
バ
レ
ー
ボ
一昨
ル
一一
…

0
0
0
0

大

会

に

熱

い

フ

ァ

イ

ト

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、

西
条
二
区
チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。
ま
た
、
同
日
に
第
十
七
回
町
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
(
主
催
・
町

O 

第
七
回
町
地
区
対
抗
一
般
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
(
主
催
・
町
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
)
が
、
四
月
二
十
日

押
原
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
各
地
区
十
二

体
、
一
体
に
心
を
こ
め
て
い
つ
ま
で
も

愛
さ
れ
る
よ
う
な
人
形
に
し
た
い
と
努

力
し
て
お
り
ま
す

D

乙
の
小
さ
な
和
紙
人
形
で
す
が
、
顔

は
笑
を
浮
べ
、
「
ょ
う
乙
そ
昭
和
町
へ
」

と
心
か
ら
皆
様
方
を
お
迎
え
し
て
い
る

様
な
表
情
で
す
。
か
ど
の
中
の
毒
も
町

特
産
、だ
け
あ
っ
て
甘
ず
っ
ぱ
い
匂
い
を

漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

乙
の
人
形
達
に
対
し
て
も
私
達
は
、

国
体
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
に
も
、
そ
し

て
、
町
の
ボ
ク
シ
ン
グ
会
場

κ
一
層
の

花
を
添
え
る
た
め
に
も
、
誠
心
誠
意
作

り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
日
夜
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
c

(
会
員
名
)

若

尾

利

子

深

沢

民

江

塚
原
紀
美
子

沼
上
美
智
子

白

土

寿

子

今

村

恒

恵

臼

井

勝

子

〔ソフトボール選手権大会)

準優勝=紙漉阿原

三位二上河東

( 2チーム)

女試合の結果女

優勝=西条ニ区

三位=押 越

V西条ニ区対紙漉阿原(決勝戦)

〔ママさんバレーボール大会〕

0
0
0
0
 
O 

体
育
協
会
)
が
町
民
体
育
館
に
於
て
十

チ
i
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
河
東
中
島

チ
l
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

女試合の結果女

準優勝=西条ニ区

三位=上河東ニ区

( 2チーム)

優勝=河東中島

三位ニ西条新田

(ボクシング会場となる町民体育館で)



昭和61年 6月 1日発行 (8) 

サラリーマンの奥様

届出はおすみですか/

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
?

16ミリ映写機等の視聴覚機材の ;

操作技術を修得するとともに視聴 妥

覚ライブラリーの16ミリ映写機及 ミ

びフィノレム利用資格を取得する乙 ミ

とを目的として実施します。 議

期間砂昭和61年 6月4日--6日 お

午後 6時--10時

会場惨昭和町中央公民館 講義室

対象砂町内に居住し、又は町内i乙

勤務する者

経費砂 1，000円(テキスト代)

申し込み

砂昭和町教育委員会まで

電話 75-3737 

K
さ
ん
私
は
、
現
在
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
い
ま
す
。

一
月
中
旬
に

夫
の
勤
先
で
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る
旨

の
証
明
を
受
け
て
、
任
意
加
入
被
保
険

者
現
況
屈
を
出
し
ま
し
た
。
保
険
料
は

四
月
分
か
ら
自
分
で
納
付
し
な
く
と
も

よ
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

主
人
の
給
料

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

総

S

ご
主
人
の
給
料
か
ら
天
引
き
さ

刷
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

K
さ
ん
の

ご
主
人
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
の

16ミリ映写機等操作 i
技術講習会開く

あ
る
会
社
に
勤
務
さ
れ
て
お
り
、
六
十

五
歳
未
満
で
す
の
で
、

K
さ
ん
は
四
月

か
ら
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
り
、
ご
自
分
で
保
険
料
を
納
付

し
な
く
と
も
よ
く
な
り
ま
す
。
第
三
号

被
保
険
者
の
保
険
料
に
相
当
す
る
分
に

つ
い
て
は
、
第
三
号
被
保
険
者
の
配
偶

者
(
即
ち
、
国
民
年
金
の
第
二
号
被
保

険
者
)
の
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
保

険
あ
る
い
は
各
共
済
組
合
制
度
が
、
毎

年
度
、
基
礎
年
金
拠
出
金
と
し
て
負
担

し
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
て

お
ら
る
皆
さ
ん
ヘ

児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
を
受
け
て

い
る
方
は
、
六
月

一
日
か
ら
六
月
三
十
日

ま
で
の
聞
に

「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
現
在
、
支
給
を
受
け
て
い
る
方

の
前
年
の
所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど
を
届

け
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

ζ

の
届
け
出
は
、

引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
決
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。

引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ
て

も

「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
い
と
、
六
月

分
か
ら
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
の
で
該
当
者
は
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日

時

V
六
月
五
日
嗣
午
前
九
時
三
十

分
j
午
後
三
時
三
十
分

場

所

V
中
央
公
民
館
講
堂
前

携
行
品

V
印
鑑
、
各
種
加
入
し
て
い
る
年

金
等
の
証
書
、
国
民
健
康
保
険

証
(
各
種
社
会
保
険
証
)

日議岬由蜘伊哲問時訴時四円鍛物議問語窓

今
年
の
六
月
一
日
か
ら
児
童
手
当
法
が

改
正
さ
れ
、
二
人
目
の
お
子
さ
ん
K
も、

手
当
が
支
給
さ
れ
る
乙
と
と
な
り
ま
し
た
。

臨

た
だ
し
、

二
人
目
の
お
子
さ
ん
は
、
昭
和

叫

五
十
九
年
六
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お

間

子
さ
ん
に
限
ら
れ
ま
す
。

ぽ

現
在
、
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
二
人
目
の
お
子
さ
ん

が
そ
の
対
象
と
な
る
方
は
、
「
現
況
届
」

の
前
に

「
増
額
改
定
請
求
書
」

を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
月
額
二
千
五
百
円
の
児
童

手
当
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
「
増
額
改
定
請
求
書
」
を
提

出
し
な
い
と
、
六
月
か
ら
増
額
分
は
で
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
。
。

属
け
出
用
紙
は
、
役
場
の
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
わ
か
ら
な
い
乙
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
役
場
・
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

事業所統計調査に

ご協力を 議

5 
国の最も基本的な統計調査の一 審

つで、ある「事業所統計調査」が 7 警

月 1日現在で、全国いっせいに行 長

われます。

乙の調査は、わが国の経済活動 還

の基礎である事業所の実態を全園 長

および地域別に明らかにする乙と 警

が目的です。調査の結果は、国・ ミ

地方公共団体が行う経済計画、地 譲

域開発計画、都市計画などの諸施 議

策や、民聞における事業計画の基 ミ

礎資料として広く利用されます

調査の対象は、農林漁家を除く

すべての事業所で、会社、工場、

商居、病院、学校、国鉄・私鉄、

ホテル・旅館のほか、官公庁や神

社・仏閣なども対象となります。

今回の調査では、全国で約 700

万の事業所が見込まれています。

善
良
子
日
勾
警
守
幸
一
芝
努
事
局
安
dg

語妻、
E
薄

型

総

量

、

九

官

護

保
育
所
・
障
害
児
(
者
)
施
設
・
養

日

護
施
設
・
老
人
ホ

l
ム
な
ど
の
社
会
福

時

祉
施
設
の
職
員
が
、
出
産
・
傷
病
の
た

バ

め
に
休
暇
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
代

い

替
職
員
と
し
て
勤
務
で
き
る
方
の
登
録

問

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

い

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
町
役
場
に

愉

用
意
し
て
あ
る
申
し
込
み
書
に
、
職
種

山

ご
と
に
必
要
な
資
格
証
明
書
の
写
を
添

慨

え
て
、
町
役
場
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
ふ

登
録
さ
れ
た
方
は
、
各
福
祉
施
設
で
必

叫
斡

要
に
応
じ
て
代
替
職
員
と
し
て
雇
用
さ

紛

れ
ま
す
。

川
崎

資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、
代
替
職
員

刊

と
し
て
勤
務
す
る
乙
と
が
可
能
な
方
の
J

登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
認

産
休
等
代
替
職
員
の

登
録
制
度
に
つ
い
て

謀説構締鍔蒜おお

ま
た
、
登
録
の
有
効
期
間
は
二
年
間

一

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
し
て
か

…

ら
二
年
と
な
る
方
で
続
け
て
登
録
を
希

仰

望
す
る
場
合
は
、
継
続
の
手
続
き
が
必

問

要
で
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

J

県
福
祉
事
務
所
ま
た
は
町
役
場
の
福
祉

偽

課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

し

(
職
種
)

保
母
、
看
護
婦
、
保
健
婦
、
介
護
員
、
約

寮
母
、
教
母
、
教
護
、
指
導
員
、
セ
ラ
2

ピ
ス
ト
、
栄
養
士
、
調
理
員

向

(
資
格
等
)

脚

寮
母
、
介
護
員
、
調
理
員
以
外
は
、

品

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
応
じ
た
資
格
を
持

…

っ
て
い
る
乙
と
が
必
要
で
す
。

事
長
延
長
必
持
母
議
ふ
持
続
J
同
可J

幣
或
議
選
繍
鴨



人
権
擁
護
委
員
制
度

を
御
存
じ
で
す
か

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
会
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
擁
護

機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
乙
れ
が
人

権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と

も
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
乙
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
町
に
は
昭
和
町
長
か
ら
推

薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次

の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

※
相
談
は
、
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
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国体協力ボランティア教室

いちご娘人形作り

協議会
氏 名 E目回 5百 職 業 住 所

役職

井口 等 75-2050 団体役員 西条 4286

常務
雨宮 f賞式 無職 河東中島 202675-2048 

委 員

田中良夫 75-3197 無職 築地新居 629

中巨摩郡昭和町

いよいよ、かいじ国体が10月開催されます口

昭和町はボクシング会場です。参加選手・役

員の皆さんに、手作りの 「いちご娘人形」を

プレゼントし歓迎の意を表わしたいと計画し

ております。どうぞ、乙の教室に参加してご

協力下さい。

時 昭和61年 6月11日--7月 2日

(4回毎週水曜日)

午後8時 00分--10時 00分

昭和町中央公民館(講義室)

無料

見上はな江先生・文化協会

手工芸部

申し込み 昭和町教育委員会(75-3737)

住所・氏名・電話番号をど連

絡下さい。

日(1) 

会場

参加費

講師

(2) 
(3) 

(4) 

(5) 

電
話
の
名
義
は

誰
の
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
か
?

電
話
は
、
ご
指
定
い
た
だ
い
た
事
務

所
や
住
宅
な
ど
に
契
約
者
の
お
申
し
出

に
よ
り
お
取
り
付
け
い
た
し
ま
す
が
、

他
人
の
電
話
を
ど
使
用
の
場
合
と
か
、

他
人
に
電
話
を
貸
し
て
い
る
場
合
に
は
、

い
ろ
い
ろ
と
ト
ラ
ブ
ル
が
お
乙
り
や
す

い
も
の
で
す
。
名
義
の
書
き
替
え
が
可

能
な
お
客
様
に
つ
い
て
は
、
契
約
者
名

と
使
用
者
名
を
同
一
の
も
の
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
く
よ
う

「
名
義
変
更
」
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
新
規
に
電
話
を
申
し
込
み
さ

れ
る
方
及
び
、
名
義
変
更
に
よ
り
譲
り

受
け
る
万
は
、
身
分
を
証
明
す
る
運
転

免
許
証
・
住
民
票
な
ど
を
ご
提
示
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局

電
話
番
号
は
局
番
な
し
の
一
一
六
番
へ

イ殺事総J輩、

【日

昭和 61年 6月 17日--7月 15日

(5回毎週火曜日)

午後8時00分--9時00分

【場所】昭和町ボクシング練習場(旧役場)

【対象】女性(気軽にど参加下さい)

【講師】久保村愉次・大江 至

申し込み 昭和町教育委員会 (75-3737)

へご連絡下さい。

旭
園
田
容
間
w
u
bぬ島決

@
拍
器

a
r

過
去
の
例
か
ら
、
地
震
で
怖
い
の
は

V
秩
序
を
守
り
、
衛
生
に
注
意
。

火
災
の
発
生
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
小
さ

な
地
震
で
も
火
を
消
す
習
慣
を
身
に
つ

け
る
と
と
も
に
万
一
の
出
火
に
備
え
て

消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
て

出
火
防
止
に
努
め
る
習
慣
を
つ
け
ま
し

A
然
地
震
に
対
す
る
心
構
え

V
す
ば
や
く
火
の
始
末
。

V
あ
わ
て
て
外
に
と
び
出
さ
ず
、
丈
夫

な
家
具
な
ど
に
身
を
寄
せ
る
。

V
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火
。

V
消
火
器
、
水
バ
ケ
ツ
の
備
え
と
風
呂

の
溜
め
置
き
を
し
て
お
く
。

V
避
難
は
徒
歩
で
持
ち
物
は
最
少
限
に
o

v狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
川
辺
に
近
寄

る
な
o

v余
震
を
恐
れ
ず
、
正
し
い
情
報
を
聞

き
デ
マ
に
迷
う
な
。

V
山
津
波
、
崖
崩
れ
に
注
意
。

V
河
川
、
湖
な
ど
の
沢
く
ず
れ
、
低
地

で
の
浸
水
に
注
意
。

》v 

感電 ・ 雷 に ご用心/

つり人のみなさん

.つり竿で感電する乙とがあ

りますので頭上の電線に、

十分注意してく庁、さい。

[特に日ンロツ即
つり竿は電気を通しやすい

のでお気をつけてくださし」

東京電力からのお知らせ

地
震
に
よ
る
被
害
は
、
地
震
に
伴
っ

て
お
乙
る
火
災
に
よ
る
も
の
が
大
き
い

の
で
家
庭
で
の
出
火
防
止
と
初
期
消
火

古

の
方
法
な
ど
習
得
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
円

大
規
模
な
災
害
時
に
お
い
て
は
、
多

欄

数
の
負
傷
者
が
同
時
に
発
生
す
る
た
め

峨

救
急
隊
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
す
る
乙

十

と
が
不
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
乙
で
、
万
一
の
災
害
、
不
慮
の
事

コ

故
、
急
病
な
ど
に
備
え
て
日
赤
や
消
防

噌…

機
関
の
行
う
講
習
会
等
に
は
積
極
的
に
J

参
加
し
て
日
頃
か
ら
正
し
い
応
急
手
当

仙

の
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
J

講
習
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
自
治

い

会
又
は
地
域
ご
と
に
お
電
話
下
さ
い
。

甲
府
地
区
消
防
本
部

電
話
ニ
ニ

i
四
八
四
一

議

s
p
h繰
欝
察
お
鵠
欝
臨
時
弘
、
緩
鍛
撃
お
銭
発
色
説
明
W

品
評
守
d
臨
W9h
持

罫
a
h

り

な

折

。

つ

全

。

業

ン

に

安

い

営

ズ

目

、

さ

-

付

一

早

か

だ

恥

シ

、

る

く

の

ら

な

て

雷

た

に

し

ょ

っ

め

難

い

鳴

止

避

ょ

が

お

に

い

雷

を

所

-v 

東京電 力 @

(0552) 41-9311 軍書

ゑ蒜ご之、幼
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間 関保健衛 生 だ よ り 間 関

手L

実施日

児 健 N 康診 引一十場受付時間 該当児

6月18日αo
i 午後 l時

昭和 60年 5月生まれ

グ 8月生まれ|総合会

6月 19日併合
--2時|昭和 60年 11月生まれ|館

昭和 61年 2月生まれ

持ち物 母子手帳・筆記用具

ド母子手帳交代及マ?般健康相談日1
日 時 6月 14日仕ご)・ 28日仕ヨ

午前 9時--11時 30分
場 所 総合会館
※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださし、。
妊娠証明書は必要ありませんO

※一般健康相談は 40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、
栄養指導などを行い億康についての相談にお答えしていま
すのでお気軽にお出かけ下さし、。

F .駅構康診 望
実 施日 6月3日ω。
受付時間 午後 1時--2時
場 所 総合会館
該当児 昭和 56年 1月 1日~昭和56年4月30日まて句

出生児、及び前回未受診児。
持ち物 母子手帳・ 5歳児健診質問票
※尿検査がありますのでご承知おきください。

実 施日 6月5日併守
受付時間 午後 1時--2時
場 所 総合会館
該 当児 昭和58年3月1日~昭和58年 5月31日まてカ

出生児、及び前回未受診児。
持ち物 母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについ

ての質問票
※尿検査がありますのでご承知おきくださL、。

産 吉宗教

¥¥¥  第 回 第 2 回

実施日 6月4日ω。 6月 11日切。

時間 午後 1時30分~

場所 総合会館

対象者 妊娠 5ヶ月以降の妊婦

直杢物 母子手帳・体操のできる服装・テキスト代300円 l

献血にご協力をお願いします

献血は輸血を必要としている生命を守るためだけで、はなく、
献血者自身の健康管理にも役立ちます。
G 1 VE BLOOD SAVE L 1 FE (いのちを救う愛の
献血〉にご協力ください。

日 時 6月2日何〉午前 9時30分~午後3時30分
(ただし、 11時 30分--12時30分までは受付を
休ませていただきますのでご了承くださし、。 〉

場 所 昭和町役場前

!日十本脳炎予材よ接種|
実施日 |受付時間 l 該当児 |場所

初回接種 I 6月 10日

(1回目)I 0め

初回接種 I6月 17日

(2回目)I 0XJ 

1年後の|上記のいづ

追加接種|れかの日

持ち物 母子手帳・問診票
※予備接種目…上記の実施日に接種を済ますことができなかっ

た者について予備日として 6月25日α。午後
1時--1時 30分まで接種を実施します。

※日本脳炎予防接種は任意の予防接種ですので、接種は保護者
の希望により行います。また、上記該当児以外の者であって
も3歳以上の幼児であれば接種できますので希望者は役場保
健課へ問診票を取りにきてください。

《注意事項》
O体温は必ずはかつてください。
O 問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください。
O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださし、。

《つぎのような人は接種できません》
1. 発熱している人、または著しい栄養障害者。
2. はしか・ BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後・1か月以内の人。
3. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。
4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人O

5. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。
6 上記に掲げる者のほか、予防接種を行うことが不適当な状

態にある者。

l h冶混合十減効種|
日時
場所
該当児

昭和57年 6月1日

午後 1 時 I~郡日 58 年5 月 31 I総合

--2時|日までの仕性児。

昨年、初回接種を

会館

2回済ませている者

6月24日0XJ 午後 1時--2時
総合会館

*1期…昭和58年9月 1日~昭和59年2月29日
までの出生児o

*n期...1期 3回を完了して 1年から l年6か月以
内の者。

女昭和57年3月 1日~昭和58年8月31日までの出
生児で未接種者。

持ち物母子手帳・問診票
《注意事項》

O体温がはかつてないと接種できませんので、必ず体温ははか
ってください。

O 問診票の記入もれ等がないよ うにしてくださし、。
O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださし、。

《つぎのような人は接謹できません》
1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害者。
2. 心臓血管系疾患、腎臓、 肝臓疾患にかかっている者。
3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後1か月以内の者。
4. 日本脳炎予防接種後2週間以内の者。
5. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

|不長期治犬 猫 峨:ぷ議室行日 | 
日 時 6月27日ゆ午前 10時 20分--10時 25分
場 所 旧役場前(ボク シング練習場)
※収集車がくる までは飼し、主もいっしょにいて くださし、。また、
猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっかり
封をしてくださし、。



女
関
節

の

痛

み

(
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
)

山
梨
医
科
大
学
講
師
(
整
形
外
科
)

わ

関
節
を
ぶ
っ
つ
け
た
り
捻

っ
た
り
し
な

い
の
に
関
節
が
は
れ
て
痛
く
な
る
病
気
の

代
表
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
が
あ
り
ま
す
。
リ

ウ
マ
チ
と
い
う
言
葉
は
本
来
、
骨
、
関
節
、

筋
肉
な
ど
の
運
動
器
官
の
痛
み
の
原
因
と

な
る
病
気
す
べ
て
を
含
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
乙
乙
で
い
う
リ
ウ
マ
チ
は
あ
の
頑
固

な
関
節
の
病
気
で
あ
る
慢
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
を
意
味
し
ま
す
。
ζ

の
病
気
に
は
全
国

で
少
な
く
と
も
四

O
万
人
前
後
の
人
が
か

か
っ
て
お
り
、
な
ぜ
か
働
き
ざ
か
り
の
女

性
K
多
く
み
ら
れ
、
妻
と
し
て
、
母
と
し

て
最
も
大
切
な
時
期
を
台
無
し
に
す
る
忌

ま
わ
し
い
病
気
で
す
。
リ
ウ
マ
チ
の
初
期

は
朝
お
き
た
時
K
な
ん
と
な
く
手
が
乙
わ

ば
っ
て
動
か
し
に
く
か

っ
た
り
、
あ
る
い

は
手
の
指
ま
た
は
膝
な
ど
の
関
節
が
腫
れ

ぼ
っ
た
く
て
痛
い
と
い
っ
た
感
じ
で
は
じ

ま
り
ま
す
。
よ
く
テ
レ
ビ
な
ど
で
リ
ウ
マ

チ
が
ど
ん
ど
ん
進
行
し
、
体
中
の
関
節
が

変
形
し
て
硬
く
動
か
な
く
な
っ
た
患
者
さ

ん
が
紹
介
さ
れ
る
の
で
、
多
く
の
人
が
リ

ウ
マ
チ
は
か
な
ら
ず
重
症
に
な
る
病
気
だ

と
信
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
約
四

O
労
は

特
別
に
治
療
し
な
く
て
も
自
然
K
症
状
が

無
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
約
五

O
箔
は
痛

み
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
軽
く
な
っ
た
り
し

て
だ
ら
だ
ら
と
続
き
、
残
り
の
約

一
O
即
効

が
病
状
が
進
行
し
て
激
し
い
痛
み
を
繰
り
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ネ面

島

博

返
し
て
関
節
が
動
か
な
く
な
り
寝
た
き
り

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。治

療
を
お
こ
な
う
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
早
期
に
正
確
な
診
断
を
つ
け
て
早

期
に
適
切
な
治
療
を
開
始
す
る
乙
と
で
す
。

慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
診
断
は
症
状
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
所
見
お
よ
び
血
液
検
査
な
ど
で

総
合
的
に
診
断
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
な

ん
と
な
く
関
節
が
痛
い
と
い
う
時
に
は
医

師
に
相
談
し
て
精
密
検
査
を
'
つ
け
て
お
く

乙
と
が
無
難
で
す
。
治
療
は
む
や
み
に
痛

み
ど
め
の
薬
を
の
む
の
で
は
よ
く
な
く
、

し
っ
か
り
し
た
治
療
計
画
を
た
て
た
上
で

開
始
し
ま
す
。
治
療
を
お
乙
な
う
上
で
特

に
必
要
な
乙
と
は
家
族
の
あ
た
た
か
い
協

力
で
す
。
主
婦
が
リ
ウ
マ
チ
忙
な

っ
た
時

K
は
御
主
人
や
御
両
親
も
一
諸
に
医
師
の

説
明
を
v

つ
け
て
治
療
に
参
加
す
る
と
効
果

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
リ
ウ
マ
チ
の
原
因

は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
薬
の
使
用
法
は
大
変
む
ず
か
し
く
、

乙
の
ほ
か
に
い
く
つ
か
の
治
療
法
を
組
み

合
わ
せ
て
計
画
を
た
て
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
ろ
治
療
の
土
台
は
心
身
と
も
に
安
静
K

保
て
る
家
庭
環
境
、
十
分
な
栄
養
、
規
則

正
し
い
生
活
、
体
操
を
中
心
と
し
た
根
気

の
い
る
理
学
療
法
な
ど
で
す
。

企

画

財

団

法

人

里
仁
会

〉
」
イ
ワ
/
ほ
/
立
俳
句

(
敬
称
略
)

春
の
雪
母
の
里
よ
と
踏
み
て
行
く

釘
件
し
て
工
夫
妻
飼
の
花
の
下

磯

部

信

与

修
復
の
終
え
た
社
や
木
の
芽
雨

四
月
馬
鹿
少
し
さ
ど
っ
て
見
る
鏡

長
田
そ
の
子

ア
ク
セ
サ
リ
ー
つ
け
て
心
え
り
春
の
風

グ
イ
飲
み
の
少
し
い
び
つ
や
花
の
冷
え

小
沢
百
合
子

残
る
虫
老
い
へ
の
電
話
念
押
し
て

造
問
へ
ば
声
ば
か
り
な
り
庭
牡
丹

河

田

好

子

掌
に
数
え
て
お
り
ぬ
蕗
の
茎

牡
丹
の
芽
今
日
も
数
え
て
試
歩
の
庭

輿
石
さ
釘
代

自
転
車
が
仔
犬
の
声
を
こ
ぼ
し
ゅ
く

は
ま
ぐ
り
の
貰
い
し
掌
に
て
鳴
き
に
け
り

内

藤

ふ

く

次

風
か
ほ
る
f
A
ロ
が
胸
ふ
か
く
唾
る
子
に

風
に
揺
れ
る
若
埜
見
て
居
り
み
ど
り
児
は

松

岡

満

子

寝

息

た

て

九

顔

の

父

子

春

矩

淀

矢

阜

の

音

に

埠

く

子

の

瞳薬
袋

花
枝

三 昭
十和
日六 十、
ま十 W 
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氏

名

中

島

敏

彦

橋
本
理
恵
子

田

草

川

修

小

野

洋

子

田

中

一

男

植
松
し
げ
子

茂

木

優

塩

野

明

美

渡

辺

武

彦

松
尾
恵
美
子

小

野

毅

金

丸

政

江

小
田
原
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2 、、ノJ端メ 誉I 1117 

3 
5歳児健康診査(総合会館)

1118 

4 

5 
環境週間

6 
邦楽の日

で 種

計量記念日

JUNE 

水無月

(みなづき)。向の乙川

9 24 
時の記念日 日本脳炎予防接種(総合会館)

10 
入梅 '1国体協力ボラ川ア 教 室 (詳

11 細 9ページ) 26 ぉ止命 安産教室(総合会館)

12 27 

28 
貿易記念日

13 

14 
母(子総手合会帳館交付)及び一般健康相談日

リハビリ教室(総合会館)

ジャズボクシング体操教室

3種混合予防接種(総合会館)

国体協力、ボランティア教室
日本脳炎予防接種予備日(総合会
館)

母子手帳交付及び一般健康相談日
(総合会館)
リハビリ教室(総合会館)

国民年金 1
ト6月分納期限

国保税 j

選ふれあいは困を育てる固から例仰

5目、 9日
毎月

毎
月第

4
水
曜
日

25日

※ 乙れから暑くなるにしたが って、

悪臭等も発生しやすくなりますの

特K台所などの生ゴミは十分lζ水切

りをしてから出すように心がけてく

ださい。

※ ゴミは必ず町指定の紙袋または

札を使って出す ζ とになっています

が、まだヒ、、ニーノレ袋や指定以外の

袋などで出されているものが多くみ

られます。ノレーノレを守って清潔で

みよい町づくりにど協力ください。

3日、 6日、 10日 |ガラス・ブヲスチック類

13日、 17日、 20日|毎月

24日、 27日 l第 2水曜日 :11日
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毎週
18日

12日、 16日、 19日|第 3水曜日

23日、 26日、 30日


